
　

加
藤
克
巳
先
生
が
、
生
徒
同
士
の
学
び
合
い
を
重
視

す
る
授
業
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
２
０
０
６
年

度
に
始
ま
っ
た
学
校
改
革
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
学
校

の
教
育
理
念「
心
豊
か
な
、創
造
型・発
信
型
の
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
す
る
」
の
達
成
に
向
け
て
、
担
当
教
科
の
国
語

科
で
は
、
指
導
指
針
と
し
て
「
ゆ
る
ぎ
な
い
思
考
力
の

埼玉県・私立開智高校
（開智学園 高等部）
◎埼玉第一高校として開校。新しい文化と文
明の創造に貢献できる各分野のリーダーを育
てるため、「学び合う」授業の実践を通して論
理的思考力を、探究学習を通して創造力を育
む教育活動を行う。
◎設立　1983（昭和58）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約260人
◎２０１9年度入試合格実績（現役のみ）
国公立大は、北海道大、東北大、千葉大、東京
外国語大、東京大、一橋大などに 49 人が合格。
私立大は、慶應義塾大、中央大、東京理科大、
明治大、早稲田大などに延べ 541 人が合格。
◎URL

埼玉県・私立開智高校（開智学園 高等部）
加藤克巳　かとう・かつみ　

教職歴３０年。同校に赴任して３１年目。
教頭。国語（現代文）担当。
論理的思考力を育む教材を用いた独自メソッドを開発し、
同校の教育改革を担う。教頭として学校経営にかかわる傍ら、
現場での指導も続けている。

ht tp: //w w w.kaichigakuen.ed. jp/
koutoubu/

10:43「マイコン」がスタート 授業
ハイライト

説
明
的
文
章
の
論
理
展
開
図
の

作
成
を
通
じ
た
生
徒
同
士
の
学
び
合
い
で

論
理
的
思
考
力
を
育
む

「マイコン」は、「My concerns 〜私の関心事〜」の略で、
現代文の授業冒頭に、毎時間行われる生徒によるミニス
ピーチだ。くじ引きで選ばれた発表者が、自分の関心事に
ついて約３分間のスピーチを行う。発表者と同じグループ
の生徒３人はコメンテーターとして教壇の横に座り、発表
者の話に対して、自分がまとめた考えを発表した。

●
１
年
生
「
国
語
総
合
」
現
代
文
の
１
学
期
全
18
時
間
の
う

ち
の
17
・
18
時
間
目
。
加
藤
先
生
が
、『
客
観
的
と
抽
象
的
』(

森

博ひ
ろ

嗣し

著)

を
音
読
。
生
徒
は
そ
れ
を
聴
き
、
メ
モ
を
取
っ
た
上

で
、
筆
者
の
主
張
を
「
論
理
マ
ッ
プ
」
に
ま
と
め
る
取
り
組
み

を
グ
ル
ー
プ
で
行
っ
た
。（
Ｐ
．37
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

現代文

実践

学
び
合
い
を
基
に

論
理
的
思
考
力
を
育
成
す
る
授
業
を
展
開

加
藤
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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育
成
」
を
掲
げ
、
授
業
改
革
を
行
っ
た
。

　
「『
ゆ
る
ぎ
な
い
思
考
力
』
と
は
、『
聴
く
力
』『
考
え

る
力
』『
表
現
す
る
力
』『
創
造
す
る
力
』
の
４
つ
か
ら

成
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
鍛
え
る
た
め
に
、

授
業
の
中
心
に
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
を
持
ち
よ
っ
て

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う
学
び
合
い
を
据
え
、
２
時
間
連

続
で
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
び
合
い
で
は
、
ど
の

生
徒
に
も
、
自
分
の
頭
で
考
え
、
自
分
の
意
見
を
発
表

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、『
ゆ
る
ぎ
な
い
思
考
力
』

を
構
成
す
る
４
つ
の
力
が
鍛
え
ら
れ
、
論
理
的
思
考
力

が
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
」

　

１
年
次
は
、
論
理
的
思
考
力
の
土
台
と
な
る
日
本
語

運
用
能
力
の
育
成
を
中
心
と
し
た
授
業
を
行
う
。

　
「
現
在
の
入
試
で
も
、
批
判
的
な
視
点
か
ら
自
分
の

考
え
を
論
理
的
に
表
現
す
る
力
が
重
要
で
す
。
そ
の
視

点
を
育
成
す
る
た
め
に
、
１
学
期
は
、『
聴
く
力
』『
考

え
る
力
』
を
磨
き
な
が
ら
、
文
章
の
論
理
構
造
を
捉
え

る
力
を
つ
け
ま
す
。
２
学
期
は
、生
徒
同
士
で
デ
ィ
ベ
ー

ト
を
行
い
、『
表
現
す
る
力
』『
創
造
す
る
力
』
を
高
め
、

批
判
的
思
考
力
を
鍛
え
ま
す
。
そ
し
て
３
学
期
に
は
、

よ
り
深
い
読
解
が
で
き
る
力
を
育
成
し
ま
す
」

　　

加
藤
先
生
の
授
業
は
、
毎
授
業
の
冒
頭
に
行
う
「
マ

イ
コ
ン
」
と
、
本
時
の
課
題
に
分
か
れ
て
い
る
。「
マ
イ

コ
ン
」
は
、
生
徒
１
人
が
自
分
の
関
心
事
に
つ
い
て
ス

ピ
ー
チ
を
行
い
、
発
表
者
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
３
人
の

生
徒
が
、
そ
れ
を
聴
い
て
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
時
間

だ
。
聴
く
、
メ
モ
を
取
る
、
考
え
る
、
話
す
と
い
う
活

動
を
通
し
て
、
日
本
語
運
用
能
力
を
鍛
え
て
い
く
。
加

藤
先
生
は
、
考
え
を
論
理
的
に
ま
と
め
る
手
法
と
し
て

「
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
法
」（
＊
）
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
聴
き
手

の
生
徒
は
、
初
め
は
語
り
手
の
要
旨
を
つ
か
ん
だ
り
、

考
え
を
す
ぐ
に
ま
と
め
た
り
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
で

き
な
か
っ
た
が
、
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
法
の
活
用
に
よ
り
、
次
第

に
ス
ム
ー
ズ
に
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
。

　

そ
の
後
、本
時
の
課
題
で
あ
る「
聴
解
」に
取
り
組
む
。

「
聴
解
」
と
は
、
文
章
の
音
読
を
聴
き
、
そ
の
内
容
を

理
解
す
る
こ
と
だ
。
加
藤
先
生
は
、「
聴
く
力
」
を
重

視
し
た
授
業
を
行
う
ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
文
章
を
読
む
時
も
、
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
時
も
、
相
手
の
主
張
を
つ
か
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
主
張
が
把
握
で
き
な
い
と
、
そ
れ
へ
の
賛
否
や
、

自
分
の
考
え
を
表
現
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
聴
解

で
は
、
重
要
な
と
こ
ろ
は
メ
モ
を
取
り
、
語
り
手
の
話

を
集
中
し
て
聴
く
こ
と
に
よ
り
、
筆
者
の
主
張
を
理
解

し
、
脳
の
瞬
発
力
を
鍛
え
て
い
き
ま
す
」

　

今
回
取
材
し
た
の
は
、
１
学
期
最
後
の
授
業
で
、「
聴

解
」
の
２
回
目
だ
っ
た
。
生
徒
は
、
先
生
の
音
読
を
聴

き
な
が
ら
メ
モ
を
取
り
続
け
、
各
自
で
要
旨
を
ま
と
め

る
。
そ
の
メ
モ
を
基
に
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
文
章

の
テ
ー
マ
、
文
章
の
論
理
展
開
、
筆
者
の
主
張
を
図
解

し
た
「
論
理
マ
ッ
プ
」
を
作
成
す
る
。
そ
の
「
型
」
に

つ
い
て
は
既
に
指
導
し
て
い
る
た
め
、
加
藤
先
生
は
こ

こ
で
の
指
導
は
行
わ
ず
、
生
徒
に
委
ね
て
い
る
。

1 1 :30 1 1: 03意見交換、内容整理 音読を聴きながら、メモを取る

個人で作成したワークシートを基に、４人グループで意見交
換を行った。進行役は加藤先生が指名。話し合い中、加藤先
生は各グループを見て回った。そして意見交換が終わった頃
を見計らい、「話が深まってくると枝葉の部分に話が集中しが
ちです。文章のテーマと筆者の主張について、グループ内で
コンセンサスが取れているか確認しましょう」と伝えた。

加藤先生が「森さんという方の書いた文章を読みます」とだ
け伝え、ゆったりとしたスピードで文章を音読（約10分間）。
生徒は事前に配られたＡ３判の用紙に、重要だと思う言葉を
メモしていった。その後、ワークシートが配られ、自分のメ
モを基に今回の文章のテーマ、筆者の思考過程、筆者の主張
を約７分間で記入した。

生
徒
同
士
に
よ
る
対
話
を
通
じ
て
、

文
章
の
論
理
展
開
を
整
理
す
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

＊　ビジネスのプレゼンテーションなどで取り入れられている手法で、Point（結論）、Reason（理由）、Example（具体例）、Point（結論）の順で文章を構成する。
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「
今
回
の
文
章
に
は
、
対
比
さ
れ
る
言
葉
が
数
多
く

出
て
き
ま
す
が
、
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
が
、『
理
性
的
』
と

い
う
言
葉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
か

ど
う
か
で
す
。『
感
情
的
』
と
い
う
言
葉
の
対
比
と
な

る
『
理
性
的
』
と
い
う
言
葉
は
、
読
み
上
げ
た
文
章
中

に
は
１
度
し
か
出
て
き
ま
せ
ん
。
重
要
な
言
葉
を
聴
き

逃
さ
ず
に
『
論
理
マ
ッ
プ
』
上
に
盛
り
込
め
た
か
ど
う

か
が
、
評
価
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
に
な
り
ま
す
」

　

た
だ
、
加
藤
先
生
は
「
論
理
マ
ッ
プ
」
の
講
評
は
し

な
い
。
生
徒
に
相
互
評
価
を
さ
せ
る
だ
け
だ
。
そ
の
ね

ら
い
を
加
藤
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
教
師
か
ら
指
導
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
生
徒
自
身

が
学
び
合
い
や
他
グ
ル
ー
プ
の
発
表
か
ら
、
よ
い
『
論

理
マ
ッ
プ
』
を
作
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
の
気
づ
き
を

獲
得
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
」

　

実
際
、
前
回
の
聴
解
で
は
、「
論
理
マ
ッ
プ
」
を
ま
と

め
る
の
に
１
時
間
か
か
っ
た
が
、
今
回
は
そ
の
半
分
の

時
間
で
終
わ
っ
た
。

　
「
前
回
も
同
じ
二
項
対
立
の
構
成
の
文
章
で
し
た
。
前

回
の
反
省
を
踏
ま
え
て
、生
徒
に
は『
こ
う
聴
こ
う
』『
こ

う
ま
と
め
よ
う
』
と
い
っ
た
意
識
が
あ
っ
た
た
め
、
短

時
間
で
深
い
ま
と
め
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　

グ
ル
ー
プ
は
１
学
期
中
は
固
定
し
、
同
じ
メ
ン
バ
ー

で
学
び
合
い
を
さ
せ
た
。
話
し
合
い
の
進
行
役
で
あ
る

モ
デ
レ
ー
タ
ー
は
着
席
順
で
指
定
さ
れ
、
す
ぐ
に
話
し

合
い
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
意
見
交
換
が
う
ま
く
進
ま
な

い
グ
ル
ー
プ
に
は
、
加
藤
先
生
も
参
加
し
て
、
生
徒
の

意
見
を
引
き
出
す
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

　
「
１
つ
の
正
解
に
到
達
す
る
た
め
の
授
業
で
は
な
く
、

仲
間
と
答
え
を
創
造
し
て
い
く
授
業
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、『
〜
し
な
さ
い
』
と
い
う
発
言
は
控
え
、

生
徒
の
声
を
引
き
出
す
こ
と
に
徹
し
て
い
ま
す
」

　

授
業
改
革
の
成
果
は
、
行
事
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
む
生
徒
が
増
え
る
な
ど
、
主
体
性
の
伸
び
に
表
れ
て

き
た
。
ま
た
、
改
革
初
年
次
か
ら
進
学
実
績
の
伸
長
に

も
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　
「
文
化
祭
な
ど
で
は
、
自
分
た
ち
が
考
え
た
企
画
書

を
教
師
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
主
体
的
に
運
営
・

実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
校
の
教
育
理
念

に
近
い
生
徒
を
育
成
で
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」

　

今
後
の
課
題
は
、
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
力
を
保

証
す
る
た
め
、
単
元
ご
と
に
指
導
内
容
・
方
法
を
明
確

に
し
た
授
業
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
設
定
す
る
こ
と
だ
。

　
「
生
徒
主
体
の
授
業
を
し
た
い
と
考
え
、
生
徒
の
反

応
を
踏
ま
え
て
指
導
内
容
や
方
法
を
毎
年
度
変
え
て
き

ま
し
た
。
今
後
は
、
そ
の
中
で
も
核
と
な
る
部
分
は
不

変
と
し
、
よ
り
細
か
い
年
間
指
導
計
画
を
立
て
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

12:00

完成した「論理マップ」を黒板に貼り、グループごとに内容
を発表。加藤先生は、「発表はPREP法 (P.35＊) で行ってく
ださい」と指示し、発表順も加藤先生が決めた。各グループ
代表者１人が約１分間で発表。生徒には２枚目のワークシー
トが配られ、各グループの発表を聴きながら自分の考えを記
入した。最後に「論理マップ」とワークシートを提出した。

1 1 :40

グループごとに、今回の文章のテーマ、論理展開、筆者の主
張を図式化した「論理マップ」を模造紙にまとめていった。
「論理マップ」の形式については、加藤先生からの指示はなく、
ツリー型、二項対立型、マトリックス型など、生徒たちは様々
な形式で作成。キーワードの内容に合わせて、付箋の色を変
えているグループもあった。

各グループの発表 「論理マップ」の作成

指
導
は
控
え
め
と
し
、

生
徒
が
考
え
を
創
造
す
る
力
を
鍛
え
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

授
業
の
質
を
保
証
す
る
た
め
、

授
業
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
設
定
を
検
討

成
果
と
課
題
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根
本
夏な

つ

妃き

さ
ん　

加
藤
先
生
の
授
業
で
、

「
聴
く
力
」
が
鍛
え
ら
れ
て
い
る
と
感
じ

ま
す
。
マ
イ
コ
ン
で
、
最
初
に
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
に
な
っ
た
時
は
、
自
分
の
意
見
を
即
座
に
組

み
立
て
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
自
分
が
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
で
な
い
時
で
も
、
自
分
な
ら
ど
ん
な
ふ

う
に
発
言
す
る
か
考
え
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ

か
ら
は
ス
ム
ー
ズ
に
発
言
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　

聴
解
の
授
業
は
２
回
目
な
の
で
す
が
、
グ
ル
ー
プ
で

筆
者
の
主
張
を
ま
と
め
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
と
話
し
合
い
、
最
も
論
理
展
開
が
整
理
さ
れ

て
い
る
案
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。
話
し
合
う
こ
と
で
、

い
ろ
い
ろ
な
考
え
に
出
合
い
、
自
分
の
思
考
も
整
理
さ

れ
て
い
き
ま
す
。
定
期
考
査
の
出
題
範
囲
は
な
い
と
聞

い
て
驚
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
出
て
も
、

自
分
の
考
え
を
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。　

蓑み
の

田た

陸り
く

人と

さ
ん　

加
藤
先
生
か
ら
は
、

発
言
の
際
、
聴
き
手
に
、
分
か
り
や
す

い
よ
う
に
話
を
構
成
す
る
よ
う
指
導
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
点
に
気
を
つ
け
る
よ
う
に
し
た
と

こ
ろ
、
最
近
は
論
理
的
に
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　

グ
ル
ー
プ
で
「
論
理
マ
ッ
プ
」
を
書
く
上
で
大
事
な

の
は
、
テ
ー
マ
と
主
張
が
合
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
２
つ
に
整
合
性
が
あ
れ
ば
、

そ
の
間
の
思
考
過
程
も
大
体
同
じ
は
ず
だ
か
ら
で
す
。

も
し
、
整
合
性
が
と
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
思
考
過
程
を

さ
か
の
ぼ
り
、
ど
こ
が
間
違
っ
て
い
る
の
か
メ
ン
バ
ー

と
確
認
し
合
い
ま
す
。
今
回
の
文
章
に
は
、
難
し
い
語

彙
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
て
、
一
度
聴
い
た
だ
け
で

は
理
解
で
き
な
か
っ
た
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

分
か
ら
な
か
っ
た
部
分
も
、
メ
ン
バ
ー
が
自
分
の
言
葉

で
か
み
砕
い
て
説
明
し
て
く
れ
た
の
で
、
内
容
の
理
解

が
さ
ら
に
深
ま
り
ま
し
た
。

単元の指導計画

【教科・科目】国語・国語総合　 【分野・単元】現代文　【テーマ・作品】説明的文章の聴解を通して文章の論理構造をつかむ
【設定時数】１学期全１８時間の中の１７・１８時間目（１回の授業は２時間連続）　【単元目標】 論理的思考力 ･ 判断力 ･ 表現力を育てる

時
数 学習内容 身につけさせたい資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１
・
２

①《マイコン》01
②小学校 ･ 中学校での国

語学習を振り返る。
③「意図的に国語を学ぶ」

を定義する。

①話し手を見て、聴くことがで
きる。

②「学ぶ＝受動的な学び」で
なかったかを検証できてい
る。

③「意図的に学ぶ」ことと「自
然に身につく」ことの違い
が理解できる。

【知識、思考力、表現力】

•マイコン
• 論理教材Ａ
　→今までの学習スタイル

を検証する。（個の学び）
　→グループで「意図的に

学ぶ」ことを定義する。

【主体的な学び】自分が興味 ･ 関心を持っ
ている事柄を、1 週間に１つピックアップ
する。

【対話的な学び】最初の授業なので、グ
ループ内での「話す順番」をあらかじめ
指示し、全員が発言できるようにする。

【深い学び】日本語（力）は「自然に身に
ついた」ことを自覚させるとともに、その
ことのメリットとデメリットを考えさせる。

•マイコンへ の
取り組み

３
・
４

①《マイコン》02
②「言語・認識 ･コミュニ

ケーション」を定義する。
③日本語の構成単位を整

理する。
④「論理的であること」を

定義する。

①話し手を見て聴くことができ
る。

　自分の気持ちを態度に表し
ながら、聴くことができる。

②④語彙的な定義ではなく、
現象的に定義できる。

③知識の不足の有無を確認し
ている。

【知識、思考力、表現力】

•マイコン
• 論理教材Ａ
　→言語 ･ 認識 ･コミュニ

ケーションについて定義
する。( 個の学び )

　→個の定義を持ち寄り、
グループで定義をまとめ
上げ、全体に発表する。

• 論理教材Ｂ

【主体的な学び】自分が興味 ･ 関心を持っ
ている事柄を、1 週間に１つピックアップ
する。体験により定義する。

【対話的な学び】生徒一人ひとりが、グルー
プワークの中で「日本語運用能力は個人
差が大きい」ことに気づくことができる発
問をする。

【深い学び】言語、認識、コミュニケーショ
ンの不可分性について着目させる。

•マイコンへ の
取り組み

• 論理教材 A の
取り組み

15
・
16

①《マイコン》08
②説明的文章の聴解Ⅰ
　Ｃ：グループで「論理マッ

プ」を作成する。
　Ｄ：マップ･ デザインを

試行する。

①発表者のＰＲＥＰを意識して
聴くことができる。

　自分に置き換えながら聴く
ことができる。

②自分たちにとって最善の「論
理マップ」を見つけていく。

【技能、思考力、判断力、主
体性、多様性、協働性】

•マイコン
• 聴き取りメモとワーク

シートを持ち寄り、「論
理マップ」を作成する。

　→「論理マップ」を使っ
てプレゼンテーションを
行う。

• 相互評価

【主体的な学び】自分が興味 ･ 関心を持っ
ている事柄を、1 週間に１つピックアップ
する。

【対話的な学び】グループでの話し合い
では、モデレーターを中心に議論を深め
させる。

【深い学び】「論理マップ」とは「見るこ
とができない頭の中を見える化したもの」
であることを指示する。

•マイコンへ の
取り組み

•「論理マップ」

17
・
18

①《マイコン》09
②説明的文章の聴解Ⅱ

Ａ：クリティカルに聴く。
（うなずきと首かしげ）
Ｂ：聴き取りメモをＰＲＥ
Ｐに落とし込む。
Ｃ：「論理マップ」を作
成する。
Ｄ：「論理マップ」に基
づいてプレゼンテーショ
ンする。

①発表者のＰＲＥＰを意識して
聴くことができる。

　自分に置き換えながら聴く
ことができる。

②聴解→グループ議論→「論
理マップ」→プレゼンテー
ションまでの一連の思考過
程をよどみなく実現できる。

【技能、思考力、判断力、主
体性、多様性、協働性】

•マイコン
• 聴解
• 聴き取りメモの整 理と

ワークシート記入
• 相互発表、内容整理
• 付箋の作成と「論理マッ

プ」デザイン
• 相互プレゼンテーション
•自己評価、相互評価

【主体的な学び】自分が興味 ･ 関心を持っ
ている事柄を、1 週間に１つピックアップ
する。「論理マップ」の自分のデザインを
提案する。

【対話的な学び】「感覚（感情）的な落と
しどころ」で満足するような話し合いに
ならないように巡回確認をする。

【深い学び】「論理マップ」のデザイン根
拠を確認することを通して、思考過程を
端的に具現化するためのよりよいマップ
を検討させる。

•ワークシート
の評価

• 付箋の内容に
ついての評価

•「論理マップ」
のデザイン根
拠についての
評価

•プレゼンテー
ションの巧拙
は評価しない

＊加藤先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の 1 学期全１８時間分は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp/）か
らダウンロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。
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